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A bstr act: Adaptability ofc otto皿 a nd s oybe a n･ which are kn own asle afm o vingCr ops r espo ndingto the s u n
ray･fordiffer entclim atic c o nditio n sw ere examined in term s of le after nDeratu re a nd transpir atio n. Cotton a nd
s oybea nwere gr ow nin the arid(U ru mqi. X in由iang. C hin a)aTldthe w et(Mats udo, Chiba.Jap aJl)c ondition s. In
Ururnqi･le aftem p e r ature of the c otton c ultivars w a sgre ate rtha nt hat ofthe s oybe an c tlltivar a ndthe air
te mper atu redu ring the mor ning･ T he c otton cultivars had gre ate rtr azI Spiratio n rates as c o mparedtothe
s o ybe a n c ultiv a r･ with r es
.p
onding to the v alu e of v apor pre ss u red ficit･ In M ats udo, there w a s n olarge
differenc e am o ngthe c otto n･ s oybe a n c ultiv ars andthe air te mperatu re･ TranspiratioJl rates Ofthe soybean
c ultivars w ere gre ate rthan thos e ofthe c otto n c ultiv ars irk the wet c o nditio n s. Le a v e sofc otton m o v ed
diaheliotr oDic allyto the s u n ray duringthe daytine･ altho ugh soybe an m o ved le a v esDaraheliotropically du r･
in雷the mi d･ ay･ Cotto n s e em dto adaptfo rthe arid c o nditions with hightra nspiratio n ability, a s com paredto
s oybe an .
ワ タと ダイズは太陽光線に対して菓両角度を変化
させる葉の嗣位運動を行う こ とが知られて い る . ～
般に植物は蒸散によ る気化簸により棄温の上昇を抑
える て い るが , マ メ科植物で は日中, 太陽光線 を避
ける葉の詞位運動 (paraheliotr opic m o v e m e nt) に
よ っ て も菓温の 調節を行 っ て い る ことが明ら かに
な っ て い る (Isoda etal. 1 94, 19 96). 一 方､ ワ タ
では同 じ葉の帝位運動でも 一 日中太陽光線に対して
垂直になろうとする運動(Diaheliotro pic m ove lnent)
を行 っ ており(Lang1 9 7 3;Fukaia nd Loo°s 1 9 76)､
むしろ逆に葉温の上昇を招きかねない . 葉の 詞位連
動は環境条件により大きな影響を受けて おり､特に
ウル ム チ
轟.E
:
水分状厳 によ っ て 変化す る こ と が知 られ て い る
(Oosterhuis et al. . 198 5;Pricharda nd Fors eth, 1 9 8;
Fors eth, 199 0;王ら . 19 9 3). そこ で本研究で は､ り
夕と ダイ ズを乾燥地域と浸潤地域で栽培し､ その菜
温と蒸散速度をモ ニ ダ ー し､ 環境条件との 関係につ
い て圃査する こ･とにより, 環境条件に対する同作物
の適応能力に つ い で検討した .
材料 と方法
就験は､乾燥地として中国新荘ウイ グル 自治区ウ
)I,ム チ市の新産農菓大学の 実験固執 および湿潤地
と して千葉県枚戸市の 千葉大学園芸学部の実験圃場
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第1園. ウ ル ム チ (7月 2 4日) と枚戸 (9月2 日) の 気象条件 .
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帯2 乳 業温の推移.
で行 っ た ..供試材料は､ ウ ルム チでは ワタが新陸早
5号､新陸早1 0号, ダイズが黒農3 3号で , 畦間70cm ､
林間3 0cn に植え付けた. 松戸で はワタが3 H14F
l､ ト ー ル コ ッ ト ン , ダイ ズが夕テナ ガ ハ ､ オー ク シ
ロ メ で ､ 蛭間60c m､ 林間30c mに纏え付けた . 調査
はウル ム チ で は7月 2 5日に､ 於戸 では9月 2日 に
行 っ た. 葉温は最上層の 3枚の棄の 叢側に熱電対を
取り付け､ 蒸散速度は1品種1個体に つ き茎基部に
茎耽セ シサ｢ (Dyn arn a三社 ､ ダイナゲ
⊥ ジ) を取り
付け , 1分間隔 でデ ー タ ロ ガ ー (江藤電気 ､ サ ー モ
ダ ッ クE)で記録 した . 同時に全天 日射量, 気温1 浸
度に つ い て も測定した . それぞれ の デ ∵ タ は5分間
の 平均値 で草し, 葦温に つ い ては3埠の葉温の 平均
値を表示した . ウ ル ム チ で は7月2 5日に ､ 松戸で は
9月10 日に ､ 日没後それ ぞれの品種の群落革ヰ層の
50枚の棄表面 に簡易積算日射計フ イ ル ム を粘り付
け､ 翌 日 2日間の葉面受光量を測定した .･
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結果
本気中の 湿度はウル ム チが1日中低く推移 し, 日
中は20 % 以下で あ っ た (第1図). 松戸で は常に高
く5 0% 以上の億であ っ た. 最高気温 はそれ ほ ど大
きな違い はなか っ たが ､ ウル ム チでは夜温が低く､
朝急速に上昇 し, ピ ー ク は1 5時前後であっ た の に
対-L､ 松戸で は変動が少なくE]ヰ は30℃前後で推
移 し た . 全天 日射量埠ウ ル ム チ が高く最大値 は
B OOJm ･2s･1 で ､ 松戸の おおよ.そ 2倍であ
っ た .
ウ ル ム チ で は､ タイ ズの黒農3 3号の 棄温は日中
気温とほぼ同様の 推移をした が､ 夕方.8
こなると気温
より高
■
くな っ た(第2 園). ワタ の 棄温は午前中気温
に比べ 3 - 5 ℃高く推移 し, 常にダイ ズより高 い値
.となっ た. 松戸で はワ ダq)3王王1 4 F lか午前中高くな
り■pi ダイズの オクシ ロ メ が10時か ら1 4時頃まで若
干高く推移したが ､ ウルムチに比べ 両作物とも気温
との余り差が無く推移 した .
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第3図. 単位兼面積当たりの 茎涜 速度の 推移 .
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帯1表 . 簡易帝算日射計による群落最上葉の 平均受光量と最大値 (MJm･2 d･1).
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平均値の 後の ア ル フ ァ ベ ッ ト はダ ン カ ン の h4 R T(p - 0.0 5) による有意差検 免
単位葉面積当たりの蒸散速度は ,ウル ム チではワ
タの2品種が ダイ ズに比べ 常に高い 値で推移して い
た(帝3図). ダイ ズの 黒農3 3号と ツタ の 新陸早1 0
号では , 日の出とともに上昇し､ 9 - 1 0時にはほ 一
宏となり､ 夕方減少した . 新陸早5骨で は1 0時以 降
も健やか に1 4時頃まで増加し続け､ その最大値は
ダイズの 黒農33号の 2倍以上と な っ た . 蒸散速度
は飽差の推移とよく似たパ タ ー ン を示し, 特に新陸
早 5号での 夕方までの 推移の仕方は同様であ っ た .
松戸 にお い てはウル ムチ とは遭に ダイズ2品種がり
夕2品種よりも高い値で推移 し, いずれ の 品種も1 2
時頃にピ ー クに達した ･ 松戸 での ダイズの備はり
_
ル
ム チで の値とほぼ同程度であ っ たが ､ ツ タでは約 3
分の 1 の億であ っ た . ダイズの オク シ ロ メが最も大
きな値となり , ツタの 2品種は0.1Pa以下の億で推
移 した . 飽差も1 2時頃にピ ー クと な っ たが ､ 特に
ダイズ , ワタの推移の 仕方と同様で はなかっ た.
第1表に簡易積算日射計によ っ て測定した群落最
上層の素面の受光量を示した . ウ ル ム チ で は､ ダイ
ズの素面受光量は全天日射量の3分の 2程度の 6.62
MJm.2 d.1 で あ っ た . り夕 で は1 0 MJ m-1 d-1前後で ､
ほぼ全天 日射量と同程度, ダイズの 1.5倍程度の億
を示した . 松戸 にお い て もり夕が全天日射量とほぼ
同程度となり､ ダイズの催を上回 っ た. り夕の最大
値は全天 日射量より大きくなり､ Diaheliotropicな運
動を行 っ て い た .
気孔に つ い てみると ､ ウ ル ム チで は気温の最も高
か っ た1 6時にはダイ ズの 気孔は堅く閉じてい たの
にた い し, り夕では両品種とも完全に閉じて い ない
もの が多か っ た . 於戸 にお い てはオクシ ロ メ で閉じ
て い るもの があっ たが ､ タナナ ガ ハ および ワタの 2
品種は完全に開い て い るの が範察できた.
論 議
ダイズ群落上 層の 葉は､ 昼間太陽光線を避ける
Par abeliotr opic､な詞位運動を行 っ てい た. 特に乾燥
地で 太陽光線の強い ウル ムチ にお い ても葉温の上昇
を 防 い で い た . 一 方 ､ ワ タ の 上 層の 葉は 一 日 中
Diaheliotr opicな嗣位運動はを行っ て いる ことが認め
られた . Diaheliotr opicな嗣位運動は受光量を増大さ
せる効果を持ち, 乾物重の 増大可能性を拡げるが
(Is oda-et al., 1 94)､ 葉温の 上昇を招くことにもな
る . ダイズの ようにParaheliotropicな詞位運動を行
い 葉温を下 げて い るもの もあるが , ツタではむしろ
Diaheliotropicな嗣位運動を行っ て い た ことから, こ
の 嗣位運動を碗けるためにはさらに高い蒸散能力に
よる葉温の低下が必要と なる . ･こ甲点から考えて ,
乾燥条件下で ワタは非常に高い 蒸散能力を示し, 莱
温の上昇を防ぎ乾燥地城に適応 して い る ことがうか
がえた . 耐乾性に関して , 根の量より凍さ の方がよ
り関係が探 い ことが示され て い る (Reic o sky a nd
De ato n- 19 79).本実験で は根の形態につ い て調査し
なか っ たが , 松戸 に比べ ウル ム チにおける ツタの根
は大変発達してい ることが認められた . ツ タの 乾燥
地城での 高い蒸散能力はこの 発達 した根系によ っ て
支えられてい るもの と考えられる .
ダイズ にお い て はウル ム チ ､松戸ともそれほ ど大
きな償の違い は見られなか っ たが ､ 松戸 におけるワ
タの蒸散速度は, ウル ム チ に比 べ 大変小さくな っ て
い た . 気孔 に つ い て みると ワタ は於戸 にお い て はウ
- 151-
ル ム チ に比 べ よ ･り大きく開い て い た . 一 般的 に蒸散
速度の 制御は 2 つ の 段階 があ畠こ とが知ら れて い
る . 気孔0)_開閉に
よろガス 拡散の制御と気孔内乱と
大気の
.
ガス 濃度勾配の 差によるも の である(Na n o mi
et al. , 1 9 9 0). ウ ル ム チで は飽差に反応 して 蒸散速
度が変化して い た . ま た, 松戸 にお い て は飽差が小
さい ため ､･気孔が開 い て い たの にも係わ らず蒸散速
度が小さくな っ て い た . こ の こ とから､ ツ タ は主 に
飽差 , す なわち気孔内孔と大気の ガス 濃度勾配 の差
によ っ て蒸散速度が制御されて い るもの と考えられ
る . 一 方ダイ ズにお い ては ､ 飽差が大きくなると気
孔が閉鎖するが､ 気孔は開 い てい るにも係わらず飽
差の小さい松戸 でも蒸散速度はそれほ ど高くない こ
とから , もともと蒸散能力はワタ に比 べ 高くない も
の と思われ る. こ の ようにブ タ とダイズ は環境条件
に対する反応は全く異なり ､ 特にり 列よ蒸散能力の
点からみて も乾燥条件によく適応 して い る ことが認
められた .
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